
（要領第５の２（１）関係）
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分野

年度

信州

しんしゅうたかやま

高山

事業

番号

事業名54545454 県営中山間総合整備県営中山間総合整備県営中山間総合整備県営中山間総合整備過疎地域等過疎地域等過疎地域等過疎地域等のののの農業農業農業農業、、、、生活基盤生活基盤生活基盤生活基盤のののの整備整備整備整備

高山村

ふりがな

箇所名

行政

改革課

意見

　農業従事者の高齢化、耕作放棄地の増大等により、地域農業の維

持が困難となっており、農産物のブランド化や環境保全型農業の推進

による地域振興を支えるため、必要となる農業生産基盤と生活環境基

盤の整備を総合的に行うものであり、重要性が高い。

　重要性が高く、必要性、緊急性も認められる。

事業実施に至る歴

史的経緯・社会的

背景

過半数賛成概ね賛成

　村内耕作組合や水利組合、自治会等から行政懇談会等において出された要望や意見を踏まえ、村は整備構想策定委員会にお

いて事業内容の決定を受けている。

　今後、第5次高山村総合計画との整合を図り、高山村農業農村振興審議会の意見を聞いて合意形成を図る。

地域からの要望経

緯

高山村では水稲栽培の他、果樹栽培に適した自然条件を活かしリンゴ、ブドウ栽培が盛んに行われている。また、古くから資源

循環や環境保全型農業に力を入れ、家庭等から出る生ゴミを堆肥化して農地に還元したり、性フェロモン材による減農薬栽培を

行っており、環境保全型農業コンクールにおいて農林大臣表彰を受けている。これらの取り組みにより、市場関係者や消費者から

安全安心な農産物の産地として高く評価され、主要作物のリンゴはブランド化が図られつつある。

しかし、産地間競争の激化による販売価格の低迷や農業従事者の高齢化に伴う農家数減少と担い手不足が進行しており、農業

生産基盤の整備の遅れによる耕作放棄地の発生や農業用施設の維持管理問題が農業振興の支障となっている。

取り組みなし

位置づけあり

A評　　価　　の　　合　　計

関係者を中心に周知

市町村からの要望がある

住民や市町村の意見を計画策定

に反映

評点

年度～

一般財源県債

評　　　　　　価

70ha以上～100ha未満

配慮項目あり

28,600

781,000 213,000

7,800測量設計・換地業務　1式

１つを推進している

100ha以上

農政

特に要望ない

特に周知してない

財源内訳（千円）

383,000 43,000

1,600

国庫

農地整備

住民意見は反映していない

地域からの要望 地域住民の内発的な活動が強い

事業情報の共有

住民が計画策定に直接参加

（　20　）

あり（20％未満)

耕作放棄地率20%以上

耕作放棄地率15%以上

　20%未満

2つ以上推進している

関係者以外に広く周知

なし

B/C　1.0以上～1.1未満

１１年以上

都市住民との交流計画

　調整中

あり（20%以上)

５年以内

都市住民との交流

都市住民との交流計画

　調整済

B/C　1.2以上

ｺｽﾄ縮減の取り組みあり

集落協定を結んでいる集落

B/C　1.1以上～1.2未満

６年以上１０年以内

ｺｽﾄ縮減の取り組みなし

活性化や特色ある農業を推進す

る地元組織が活動中である

１法指定地域３法指定地域

地域活性化を推進する地元組織

設立の計画がある

住民参加の状況
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耕作放棄地率

環境・景観への配

慮項目

全員賛成

特記事項

他事業・プロジェクト

との関連

地域の合意形成

事業効果早期発現度

事業説明等の経緯

効率性

費用対効果（B/C)

2.17
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ｺｽﾄ縮減の取り組み

市町村名

受益面積

区分

区分

全体

H25年度

事

　

業

　

概

　

要

事業内容

農業用用排水施設3路線1,218m，農道7路線2,828m，ほ場整備1工区9.6ha，

集落排水施設1路線336m，集落環境管理施設1箇所，情報基盤施設1式

（　20　）

必要性

重要性

60ha以上～70ha未満

地元組織の活動はない

H30H25

事業年度

（完了年度は見込み）

２法指定地域

ランク

その他

評価項目・指標等

設計上の環境配慮項目

「地域食材」を利用した特産品開発など特色あ

る地域農業の取組み

３法指定状況

県農政の重要施策への取組み

中山間総合整備-3

　特になし。

市町村計画での位置づけ

　村内5地域のブロック協議会にて検討周知された事業内容については、H24.8.29整備構想策定委員会において了承され、同日

に事業推進委員会が設置された。

　また、ほ場整備の計画区域では、関係受益者による実行委員会が発足している。

　今後は、広報等により全村への周知を図る。

費用対効果（Ｂ／Ｃ）

動向不明

　ほ場整備区域外の遊休荒廃農地については、耕作放棄地再生利用緊急対策交付金（県農政課）を活用し再生を図る。

　ほ場整備に伴う面的整備については、畑地から新たな畑地への改変であるため、現況生態系等への大きな影響は想定されない

が、現状地形の改変を極力少なくする。

　また、工事に伴う、水質汚濁、騒音、振動等による周辺環境への影響を軽減させながら事業を推進する。
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